
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 ■ 実施 ■ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

参加数は減少しているものの、療育や医療に繋がるケースの割合は横ばいで推移。紹介される際の主訴は
多岐であるが、療育や医療機関が必要と判断したケースはきちんと繋げていると評価できる。

今年度の見直し
内容

参加数の減少に伴い、１組あたりへの支援の在り方を見直し、相談時間を延ばしたり、終了１か月後を目安にアフターフォローの連絡を入れる等
の取組を実施している。

来年度以降の方
向性

地域での展開を目指すべくＲ７年度実施中のモデル区事業を検証し、親子がより利用しやすくなることを目的とした全区ちあふる子育てサロンで
の発達支援の実施を目指す。

51% 52% 53% 55% 55%

↓

アウトカム
成果指標2

月1さっぽ終了後、療育・医療につながった割合（週1さっぽ含
む

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

999人 900人 840人 850人 850人

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

発達検査は児の発達状況を保護者が客観的に捉えられ、今後の進路を決めるための材料になり関わりのヒ
ントにも繋がることから、必要なタイミングで受検ができるよう今後も支援していく。

アウトプット
活動指標2

年間登録者数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

96件 100件 103件 105件 105件

↓

アウトカム
成果指標1

心理療法士による発達検査数 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

0人 0人 0人 0人 0人

人工

指標

アウトプット
活動指標1

療育支援事業参加まち数（２か月以上待ち人数） という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

17.47 人工

令和7年度予算額 44,925 千円 うち特定財源 250 千円 正規職員業務量 15.93

正規職員業務量 18.7 人工

令和6年度決算額 44,368 千円 うち特定財源 174 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 11 人工

令和6年度予算額 42,722 千円 うち特定財源 174 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

発達障がいの早期発見・早期支援により、乳幼児期から成人までの一貫とした支援につながるよう、より地域に根差したインク
ルーシブな取組へ広げていきたいと考える。

他都市の状況

殆どの政令市で同様の支援が実施されているが内容、方法は様々。関わるスタッフは本市同様に保育士、心理療法士が多
い。保健師や言語聴覚士が携わっている市もある。また、静岡市では研修を受けた保護者がメンターとして相談に乗り支援をし
ている。

市民参加の実施

令和5年度決算額 34,776 千円 うち特定財源 170

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

地域により対象児童の差が大きく、児童数の増減に合わせて開催会場の選定や調整を行っている。また、社会的背景として、
出生数の減少、母親の就労率の上昇、児童発達支援事業所の増加に伴い、参加親子数が年々減少傾向にある。
一方、保護者の子育てに関する悩みや心配は多岐に渡り、発達の心配はもとより、保護者の強い育児不安や家庭の養育状況
に心配のあるケースも散見され、関係機関との連携が重要となっている。

事業内容
（何を実施し）

＿発達に心配のある子どもの療育支援事業
　各区保健センターで把握した発達に心配があるとされた児童、保護者に対しての相談・支援の実施
②先天性障がい児早期療育支援事業
　ダウン症等の先天性障がいのある乳幼児の心身の発達を促すとともに、保護者への相談・支援の実施

事業名 療育支援費

評価担当課 所   属 子）児童相談所　家庭支援課 電話番号 011-622-8910

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 22755


